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寄稿をご希望の方は、当センターのホームページをご覧いただき、執筆要項等の詳細をご確認ください。

エントリー募集期間：前期　1月～ 3月	 後期　7月～ 9月
原　稿　締　め　切　り：前期　3月末	 後期　9月末
※原稿ご提出後、査読があります。
エ　ン　ト　リ　ー　用　紙：当センターのホームページよりダウンロードしてください。
執 　 筆 　 要 　 項：当センターのホームページよりご確認ください。
表　記　・　書　式　細　目：当センターのホームページよりご確認ください。
エントリーシートの提出・お問い合わせ先：�非文字資料研究センター	

E-mail : himoji-info@kanagawa-u.ac.jp
ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ：http://himoji.kanagawa-u.ac.jp/

人類文化の研究は、人間それ自身と人間が織り成す社会を研究することを目的とするが、その研究

は文字で表現された資料を主な対象として行われてきた。しかし、人間の活動とその結果生み出され

るものは、文字で記録されたものに止まらない。絵画・写真・映画・建築・民具・音声などの形で記

録されたり、地形や景観あるいは人間の身体それ自身に刻み込まれたりもする。さらに、匂い・しぐさ・

味覚・感触など「記録化」することが難しいものも、人類文化を構成する大事な要素である。

非文字資料研究センターは、そのような文字以外の記録及び文字では表現されにくい人間の諸活動

を「非文字資料」として体系化し、それを研究する新しい方法を開発し、より包括的な人間と文化の

理解にいたることを目指している。21世紀COEプログラム「人類文化研究のための非文字資料の体

系化」（2003－2007年度）以来、わたしどもは、その目的を達成するために＜図像＞＜身体技法＞

＜環境・景観＞のなかから研究課題を絞り込み、共同研究を展開してきた。この共同研究は、歴史学・民

俗学はもとより、文化人類学、比較文化論、美術史、建築史、災害史、情報科学などを専門とする内

外の研究者によって支えられてきた。 

このように多様な学問的広がりを有する非文字資料は、世界各国の地域文化の諸相を具体的かつ可

視的に示す絶好の資料であるとともに、資料自体が多層的な時代・地域において蓄積されてきた背景

をもっているため、研究方法としても比較歴史的な視点を求めるものであり、ひいては、人類文化研

究の総合的・学際的な発展の可能性を有してもいる。

しかし、研究資料の分析指標の設定、意味の解読という困難な作業には、研究概念と成果の普遍性

が求められる。また世界共通の標準的・普遍的な研究資料の資料化・体系化を行うには、世界各地域

の関連学問分野の研究者による相互検証が不可欠である。本センターの研究活動においても、関係研

究者との共同作業を必要としている。

『非文字資料研究』は、世界の各地域において活躍されている非文字資料研究者からの寄稿を歓迎し、

本誌が多分野にわたる研究者相互の学問的遭遇の場として発展するとともに、人類文化の豊かな研究

に寄与することを期待する。

『非文字資料研究』への寄稿について
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非文字資料研究センター　新刊のご紹介

編 集 後 記 表 紙 紹 介

三代歌川豊国画「江戸花五人揃」安政元年（1854）
藤澤茜蔵
　歌舞伎でお馴染みの俠客などのキャラクターを人気
役者の似顔絵で描いた浮世絵版画。右より湯嶌おかん
（役者は初代坂東しうか）、白井権八（三代目岩井粂三郎）、
嶋の新兵衛（初代坂東竹三郎）、鹿の子勘兵衛（初代中
村福助）、紅の甚三（四代目市川小團次）。じっくり見
比べると、顔立ちの描写に違いがあることが分かるだ
ろう。役者絵はブロマイドの役割を果たし、役者の顔
そのものが情報として機能した。この絵は実際に上演
された芝居に取材したものではなく、浮世絵制作側が
個々の役柄に適した役者を当てはめて表現した「役者
見立絵」である。歌舞伎ファンたちは、配役にあれこ
れ意見を言いながら鑑賞したのではないだろうか。浮
世絵には絵を読み解く楽しさが満載されており、非文
字研究の対象としても興味深い作例が多々確認できる。
　また、絵の周囲に施された額縁のようなモダンなデ
ザインなど、この絵には細部まで工夫が凝らされてい
る。役者の背景の木目調の表現も目を引く。浮世絵の
版木には山桜を多用するが、そこに別の硬質な木材を
埋め込んで摺る「木目摺」という技法によるものであ
る。着物や帯、髪の毛などの墨摺の部分には、艶をだ
すための艶摺（正面摺）も施されるなど、職人の高い
技法が用いられている点も注目される。�（藤澤　茜）

　本号は 50 号という節目の号となりました。非文字資料
研究センター開設は 2008 年ですが、「News Letter」は
前身時代の 2003 年に 1 号が発行されましたので、20 年
をかけて号を重ねてきたことになります。50 という号
数はセンターを軸とした非文字資料研究の蓄積の一つで
もあります。
　創刊 50 号特集では中林広一センター長の「ご挨拶」
ほか、各研究班の紹介、内田青蔵氏、孫安石氏、藤澤茜氏、
熊谷謙介氏らの「50 号記念エッセィ」などを掲載してい
ます。これらを通して各研究員、各班の非文字資料研究
をめぐる模索と成果を見ることができると思います。興
味深く感じたのは、資料の発掘そして収集・保存・整理
や方法論について、それぞれの格闘と蓄積がうかがえる
点です。研究にとって資料と方法は欠かせない柱です。
図書館や文書館などが文字資料をベースにした研究を支
えたように、非文字資料研究を支える非文字資料につい
ても、収集・保存・整理の場の確保と、そして活用など
の方法論の議論を深める必要性などを痛感しました。
　さて、特集以外でも本号は、公開研究会や班研究会の報
告、研究調査報告、資料紹介などと盛りだくさんです。原
田広氏の連載「戦意高揚紙芝居コレクションにみる戦時下
用語」は休載です。次号は掲載する予定です。「News 
Letter」が、20 年の積み重ねをばねに今後とも情報発
信、交換共有の場としての役割を果たしていけたらと考
えています。� （後田多　敦）

●2023年 3月 20日刊行
●内容
首里城大龍柱の本来の向きと「寸法記」イラストの検討
　―相対説はなぜ根拠イラストを誤読したのか―� 後田多敦
海外神社的在地化？
　―以小笠原省三在中国的活动为中心―� 谢任
三越呉服店による第 2回広告画図案懸賞募集の実施とその影響� 田島奈都子
フォーク・ロア、フォーク・カルチャー、フォーク・ライフ：
　中国における民俗学教科書の「物質文化」の捉え方� 余瑋
こどものためのあかりミュージアム
　「おしごとのあかり：あかりで知るむかしのおしごと」� 廣瀬由子
現代演劇インタビュー・武石守正氏（SPAC俳優）
　―身体と関係性―� 松本和也

2021年度　奨励研究　成果論文
除雪に関する民俗知識の継承
　―消雪池と克雪住宅の変遷から―� 有馬絵美子
クモを闘わせる遊びの伝播と変遷について
　―東京湾周辺地域における“ネコハエトリクモ合戦”の事例から―
� 小林兆太
近代ドイツにおける形態論争とその建築思想に関する研究
　―1920 年代のドイツでみられる屋根論争について―� 竹本真
シャマニズム的呪術治療と信仰の力
　―シャマニズム的「薬」の民俗を中心に―� 張高娃




